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マーの市場開拓に当たっても、地元有力企業との合弁の方向で検討を進めることが適

切であると考えております。 

  一方、ミャンマー国内では、ティラワ経済特区の工業団地開発が日系総合商社の参 

画のもと進められ、日本政府も周辺地域インフラ整備に円借款供与を決定するなど、

今後多くの日系企業の進出が見込まれます。コンクリートパイル需要に対応すること

で日系企業進出にも役立ちたいと考えております。 

 

３． 協力会社の概要 

（1）Myanmar V-Pile Group of Companies  

・本社所在地      ミャンマー ヤンゴン市 

・代表者        Sone Han 

・主な事業       コンクリートパイル製造・施工、建築一般 

・設立         １９９６年 

・年商         ４,１５０万米ドル 

（2）Phan Vu Investment Corporation  

・本社所在地      ベトナム ホーチミン市 

・代表者        Phan Khac Long 

・主な事業       コンクリートパイル製造・施工 

・設立         １９９７年 

・年商         ３,２６６万米ドル 
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